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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器本体の口部に取り付けられ、前記容器本体内の内容物を振り出すための振り出し口
が設けられた筒形状のキャップ本体と、
　キャップ軸に直交する垂直面に沿って延在する回転軸線周りに回転可能に取り付けられ
、前記振り出し口を開閉する蓋体と、
　を備える振り出しキャップであって、
　前記キャップ本体が、前記容器本体の口部の開口端を覆う天壁部と、該天壁部の外周縁
から垂下された周壁部とからなる有頂筒状に形成され、
　前記キャップ本体の天壁部に、前記振り出し口を全周に亘って囲繞する筒状の囲繞壁部
が立設され、
　前記蓋体には、前記囲繞壁部の上方に配置される天壁部と、該天壁部の外縁から垂下さ
れた周壁部と、が備えられ、
　前記蓋体の周壁部の下端部と前記キャップ本体の周壁部の上端部との間には、前記蓋体
と前記キャップ本体とを連結し、前記回転軸線回りに屈曲自在なヒンジが設けられ、
　前記キャップ本体の天壁部の外周部上面には、外周に前記蓋体の周壁部の下端部が被せ
られる筒部である嵌合部が立設され、
　前記囲繞壁部は、前記嵌合部よりも上方に延在していることを特徴とする振り出しキャ
ップ。
【請求項２】
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　請求項１に記載の振り出しキャップにおいて、
　前記蓋体には、この蓋体の周壁部の内側に配設されていると共にこの蓋体の天壁部の下
面から垂下され、前記囲繞壁部の内側に嵌入されるシール筒部が備えられ、
　前記囲繞壁部のうち、前記ヒンジ側の部分は、他の部分よりも低く形成されていること
を特徴とする振り出しキャップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば粉状或いは顆粒状の内容物が収容された容器本体の口部に装着される
振り出しキャップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の振り出しキャップとして、従来、例えば下記特許文献１に示されているような
、天壁部に振り出し口が形成されたキャップ本体と、このキャップ本体に回動自在に取り
付けられて前記振り出し口を開閉する蓋体と、を備えた構成のキャップが知られている。
詳しく説明すると、上記した蓋体は、キャップ本体の径方向一端側の側面から他端側の側
面まで延在する板状の部材であり、キャップ本体の天壁部上に配置されている。この蓋体
は、一端側の操作部を押し下げることで、他端側が上方に跳ね上り、振り出し口を露出さ
せる開状態となり、また、跳ね上がった蓋体の他端部を押し下げることで、振り出し口を
被蓋する閉蓋状態になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実公昭５６－２８９４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、内容物として例えば調味料を容器本体内に収容した振り出し容器では、調理
中のフライパンや鍋の中に内容物を直接振り出すような使い方をする場合が多々ある。こ
のような場合、フライパンや鍋から立ち上がってくる蒸気等の高湿度雰囲気中で内容物を
振り出すので、内容物が湿気によって振り出し口に付着してそのまま固化しやすい。この
ように振り出し口に内容物が付着して固化すると、振り出し口が目詰まりしたり、付着物
によって蓋体が完全に閉まらなくなったりする問題が生じる。よって、このような不都合
を回避するための対策が望まれている。
【０００５】
　しかしながら、この点、上記した従来の振り出しキャップでは、振り出し口がキャップ
本体の天壁部に形成されて露出されているので、使用時に蒸気等の湿気が振り出し口に直
接当たり易い。よって、湿気の影響によって振り出し口に内容物が付着して固化し易く、
振り出し口の目詰まりや蓋体の閉蓋不良の問題が生じ易い。
【０００６】
　本発明は、上記した従来の問題が考慮されたものであり、湿気による振り出し口に対す
る内容物の付着及び固化を抑制して振り出し口の目詰まりや蓋体の閉蓋不良を防止するこ
とができる振り出しキャップを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る振り出しキャップは、容器本体の口部に取り付けられ、前記容器本体内の
内容物を振り出すための振り出し口が設けられた筒形状のキャップ本体と、キャップ軸に
直交する垂直面に沿って延在する回転軸線周りに回転可能に取り付けられ、前記振り出し
口を開閉する蓋体と、を備える振り出しキャップであって、前記キャップ本体が、前記容
器本体の口部の開口端を覆う天壁部と、該天壁部の外周縁から垂下された周壁部とからな
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る有頂筒状に形成され、前記キャップ本体の天壁部に、前記振り出し口を全周に亘って囲
繞する筒状の囲繞壁部が立設され、前記蓋体には、前記囲繞壁部の上方に配置される天壁
部と、該天壁部の外縁から垂下された周壁部と、が備えられ、前記蓋体の周壁部の下端部
と前記キャップ本体の周壁部の上端部との間には、前記蓋体と前記キャップ本体とを連結
し、前記回転軸線回りに屈曲自在なヒンジが設けられ、前記キャップ本体の天壁部の外周
部上面には、外周に前記蓋体の周壁部の下端部が被せられる筒部である嵌合部が立設され
、前記囲繞壁部は、前記嵌合部よりも上方に延在していることを特徴としている。
【０００８】
　このような特徴により、蓋体を開けた状態で高湿度雰囲気中に晒されても、振り出し口
が囲繞壁部で囲まれているので、振り出し口への湿気の流れ込みが囲繞壁部によって阻害
され、湿気が振り出し口に直接当たり難い。したがって、湿気が振り出し口まで到達し難
く、振り出し口に内容物が付着し難く、また、振り出し口に内容物が付着しても固化し難
い。
【０００９】
　また、前記蓋体には、この蓋体の周壁部の内側に配設されていると共にこの蓋体の天壁
部の下面から垂下され、前記囲繞壁部の内側に嵌入されるシール筒部が備えられ、前記囲
繞壁部のうち、前記ヒンジ側の部分は、他の部分よりも低く形成されていてもよい。
　また、本発明の参考例に係る振り出しキャップは、容器本体の口部に取り付けられ、前
記容器本体内の内容物を振り出すための振り出し口が設けられた筒形状のキャップ本体と
、キャップ軸に直交する垂直面に沿って延在する回転軸線周りに回転可能に取り付けられ
、前記振り出し口を開閉する蓋体と、を備える振り出しキャップであって、前記キャップ
本体に、前記振り出し口を全周に亘って囲繞する筒状の囲繞壁部が設けられ、前記キャッ
プ本体が、前記容器本体の口部の開口端を覆う天壁部と、該天壁部の外周縁から垂下され
た周壁部とからなる有頂筒状に形成され、前記囲繞壁部が、前記天壁部に形成された開口
縁から垂下されており、該囲繞壁部の下端に設けられた底部に前記振り出し口が形成され
た構成であってもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る振り出しキャップによれば、湿気が振り出し口まで到達しにくいので、湿
気による振り出し口に対する内容物の付着及び固化を抑制することができ、内容物による
振り出し口の目詰まりや蓋体の閉蓋不良を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１の実施の形態を説明するための振り出しキャップの縦断面図である
。
【図２】本発明の第１の実施の形態を説明するための振り出しキャップの平面図である。
【図３】本発明の参考例の実施の形態を説明するための振り出しキャップの縦断面図であ
る。
【図４】本発明の参考例の実施の形態を説明するための振り出しキャップの平面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明に係る振り出しキャップの第１、第２の実施の形態について、図面に基い
て説明する。
【００１３】
［第１の実施の形態］
　まず、本発明に係る振り出しキャップの第１の実施の形態について図１及び図２に基づ
いて説明する。
　なお、図１に示す鎖線Ｏは振り出しキャップ１の中心軸線を示しており、以下「軸線Ｏ
」と記す。また、本発明では、この軸線Ｏに沿った方向を「軸方向」とし、軸線Ｏに直交



(4) JP 5456437 B2 2014.3.26

10

20

30

40

50

する方向を「径方向」とし、軸線Ｏ回りの方向を「周方向」とする。また、本実施の形態
では、軸方向の容器本体１０側（図１における下側）を「下方」とし、その反対側、つま
り軸方向の蓋体３側（図１における上側）を「上方」とする。
【００１４】
　図１、図２に示すように、振り出しキャップ１は、粉状或いは顆粒状の内容物を収容す
る容器本体１０に装着されるキャップであり、例えば合成樹脂などからなる。この振り出
しキャップ１の概略構成としては、容器本体１０の口部１１に装着されるキャップ本体２
と、キャップ本体２の天壁部２０に形成された振り出し口２１を開閉する蓋体３と、を備
えている。なお、上記した容器本体１０の口部１１は、軸線Ｏを中心軸線にして軸方向に
沿って延在する円筒形状の筒部であり、この口部１１の外周面には、雄ねじ１２が形成さ
れている。
【００１５】
　上記したキャップ本体２には、内容物を振り出すための振り出し口２１が形成された天
壁部２０と、天壁部２０の外周縁に垂設された周壁部２２と、天壁部２０の外周部上面に
立設された嵌合部２３と、天壁部２０の上面に立設されていると共に振り出し口２１を囲
繞する筒状の囲繞壁部２４と、が備えられている。
【００１６】
　天壁部２０は、軸線Ｏに対して略垂直に配設された平面視円形の平板状の板部であり、
容器本体１０の口部１１の上方に配設されて口部１１の開口端を覆う壁部である。この天
壁部２０の下面には、口部１１の上端面に全周に亘って密接する環状のシール部２５が突
設されている。また、天壁部２０に形成された振り出し口２１は、容器本体１０の内部に
連通する複数の貫通孔２１ａからなり、これら複数の貫通孔２１ａは、平面視において囲
繞壁部２４の内側全体に均等配置されている。
【００１７】
　周壁部２２は、容器本体１０の口部１１に螺着される円筒形状の筒部であり、軸線Ｏを
中心軸線にして軸方向に沿って延設されていると共に容器本体１０の口部１１の外側に周
設されている。この周壁部２２の内周面には、口部１１の雄ねじ１２に螺合される雌ねじ
２６が形成されている。
【００１８】
　嵌合部２３は、蓋体３をアンダーカット嵌合する円筒形状の筒部であり、軸線Ｏを中心
軸線にして軸方向に沿って延設されている。この嵌合部２３の上端部の外周面には、径方
向外側に突出した係合凸部２７が全周に亘って形成されている。また、嵌合部２３の外径
は、上記した周壁部２２の外径よりも小径であり、嵌合部２３の下端と周壁部２２の上端
との間には段差が形成されている。
【００１９】
　囲繞壁部２４は、略円筒形状の筒部であり、嵌合部２３の内側に配設されていると共に
軸線Ｏを共通軸にして嵌合部２３と同軸上に延設されている。この囲繞壁部２４は、嵌合
部２３よりも上方に延在されており、この囲繞壁部２４の上端部は、軸方向上側に向かう
に従い漸次拡径されている。また、囲繞壁部２４のうち、後述するヒンジ４側の部分２４
ａは、他の部分よりも低く形成されている。これにより、蓋体３の開閉時における後述す
るシール筒部３２と囲繞壁部２４との干渉が回避されている。
【００２０】
　上記した蓋体３は、キャップ本体２の天壁部２０全体を覆う有頂筒状の蓋体であり、後
述する回転軸線Ｐ周りに回転可能に取り付けられている。具体的に説明すると、この蓋体
３には、天壁部３０と、天壁部３０の外縁から垂下された周壁部３１と、周壁部３１の内
側に配設されていると共に天壁部３０の下面から垂下されたシール筒部３２と、が備えら
れている。
【００２１】
　天壁部３０は、平面視円形の平板状の板部であり、図１に示すように閉蓋状態において
、軸線Ｏに対して略垂直に配設されると共に囲繞壁部２４の上方に配設されている。
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【００２２】
　周壁部３１は、円筒形状の筒部であり、図１に示すように閉蓋状態において、軸線Ｏを
中心軸線にして軸方向に沿って延在されている。この周壁部３１の下端部の内周面には、
周溝状の係合凹部３３が全周に亘って形成されており、図１に示すように閉蓋状態におい
て、蓋体３の周壁部３１の下端部が嵌合部２３の外周に被せられると共に蓋体３の係合凹
部３３の内側に嵌合部２３の係合凸部２７がアンダーカット嵌合される。
【００２３】
　また、上記した蓋体３の周壁部３１の下端部と上記したキャップ本体２の周壁部２２の
上端部との間には、蓋体３とキャップ本体２とを連結するヒンジ４が設けられている。こ
のヒンジ４は、軸線Ｏに直交する垂直面に沿って延在する回転軸線Ｐ回りに屈曲自在な連
結部であり、このヒンジ４によって蓋体３はキャップ本体２に対して相対的に回転軸線Ｐ
回りに回転（開閉）可能となっている。また、上記したヒンジ４は、蓋体３及びキャップ
本体２と一体に形成されており、蓋体３及びキャップ本体２は、ヒンジ４を介して一体に
成形されている。また、蓋体３の周壁部３１の下端部のうち、ヒンジ４の反対側の部分に
は、径方向外側に突出した摘み部３４が形成されている。
【００２４】
　シール筒部３２は、振り出し口２１を囲繞する囲繞壁部２４を密閉するための円筒形状
の筒部であり、図１に示すように閉蓋状態において、囲繞壁部２４の内側に配設されると
共に軸線Ｏを共通軸にして囲繞壁部２４と同軸上に配設されている。また、シール筒部３
２の外径は囲繞壁部２４の内径と略同径に形成されており、図１に示すように閉蓋状態に
おいて、シール筒部３２の外周面は囲繞壁部２４の内周面に全周に亘って密接されている
。
【００２５】
　次に、上記した構成からなる振り出しキャップ１の作用について説明する。
【００２６】
　まず、上記した振り出しキャップ１が装着された振り出し容器の保管時には、上記した
蓋体３が閉じておく。このような閉蓋状態では、蓋体３の天壁部３０によって囲繞壁部２
４の上端が閉塞されると共に、囲繞壁部２４の内側にシール筒部３２が嵌入されてシール
筒部３２の外周面が囲繞壁部２４の内周面に全周に亘って密接される。これにより、振り
出し口２１が設けられた囲繞壁部２４の内部が気密状態となり、振り出し口２１が設けら
れた囲繞壁部２４の内部に外部の湿気が流入することが防止される。また、このとき、蓋
体３の係合凹部３３の内側に嵌合部２３の係合凸部２７がアンダーカット嵌合されて閉蓋
状態が保持されるので、振り出し口２１が設けられた囲繞壁部２４内部の気密状態が保持
される。
【００２７】
　また、容器本体１０内の内容物を振り出す際には、上記した蓋体３を開けた後、容器本
体１０内の内容物を振り出し口２１から振り出す。詳しく説明すると、まず、蓋体３の摘
み部３４に指先等をかけて蓋体３を引き上げる。これにより、蓋体３の係合凹部３３が嵌
合部２３の係合凸部２７から外れ、折り曲げられたヒンジ４が開いて蓋体３が回転軸線Ｐ
回りに回転する。そして、シール筒部３２が囲繞壁部２４内から引き抜かれて囲繞壁部２
４内が開放され、囲繞壁部２４内の振り出し口２１が露出される。その後、容器本体１０
を傾けると共に振り動作を行うことで、容器本体１０内の内容物が振り出し口２１から流
出して外部に放出される。
【００２８】
　このとき、仮に、振り出しキャップ１が蒸気等で高湿度雰囲気中に晒されても、振り出
し口２１が囲繞壁部２４で囲まれているので、振り出し口２１への湿気の流れ込みが囲繞
壁部２４によって阻害され、湿気が振り出し口２１に直接当たり難く、湿気が振り出し口
２１まで到達し難い。このため、振り出し口２１に内容物が付着し難く、また、仮に振り
出し口に内容物が付着しても固化し難い。
【００２９】
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　上記した振り出しキャップ１によれば、開蓋状態において振り出しキャップ１が高湿度
雰囲気中に晒されても、湿気が振り出し口２１まで到達しにくいので、湿気による振り出
し口２１に対する内容物の付着及び固化を抑制することができ、内容物による振り出し口
２１の目詰まりや蓋体３の閉蓋不良を防止することができる。
【００３０】
［参考例の実施の形態］
　次に、本発明に係る振り出しキャップの参考例の実施の形態について図３及び図４に基
づいて説明する。
　なお、上記した第１の実施の形態と同様の構成については同一の符号を付して説明を省
略する。また、本実施の形態では、後述する蓋体１０３の押圧面１３３側（図３における
右側）を「後方側」とし、その反対側を（図３における左側）を「前方側」とする。
【００３１】
　図３、図４に示すように、振り出しキャップ１０１の概略構成としては、容器本体１０
の口部１１に装着されるキャップ本体１０２と、キャップ本体１０２に設けられた振り出
し口１２１を開閉する蓋体１０３と、を備えている。これらキャップ本体１０２及び蓋体
１０３は別部材であり、キャップ本体１０２の天壁部１２０に蓋体１０３が組み付けられ
る構成となっている。
【００３２】
　キャップ本体１０２には、容器本体１０の口部１１の上方に配設された天壁部１２０と
、天壁部１２０の外周縁から垂下されて容器本体１０の口部１１に螺着される周壁部１２
２と、が備えられている。天壁部１２０には、前方側の側面から後方側の側面まで延在す
る凹部１２３が形成されている。この凹部１２３は、蓋体１０３が嵌め込み可能な窪み部
である。この凹部１２３の後方側の端部には、蓋体１０３の厚さよりも深く窪んだ深凹部
１２５が形成されている。また、凹部１２３の底壁部１２３ａには、平面視円形の開口１
２３ｂが形成されており、この開口１２３ｂの縁部には、略円筒形状の囲繞壁部１２４が
垂下されている。囲繞壁部１２４は、下方に向かうに従い漸次縮径されたテーパー状の円
筒部である。上記した開口１２３ｂ及び囲繞壁部１２４は、凹部１２３の前方側寄りの位
置に配設されている。また、囲繞壁部１２４の下端部には、囲繞壁部１２４の下端を閉塞
する底部１２６が形成されており、この底部１２６に、複数の貫通孔１２１ａからなる振
り出し口１２１が形成されている。
【００３３】
　蓋体１０３は、上記した囲繞壁部１２４の上端を覆って振り出し口１２１を閉塞するた
めの蓋であり、上記した凹部１２３に沿って前後方向に延在する板材からなる。この蓋体
１０３は、回転軸線Ｐ周りに回転して振り出し口１２１を開閉する回転蓋である。詳しく
説明すると、蓋体１０３は、閉蓋状態において、軸線Ｏに対して垂直に配設されて上記し
た凹部１２３の内側に嵌め込まれており、蓋体１０３の上面は、キャップ本体１０２の天
壁部１２０の上面と面一に形成されている。また、蓋体１０３の両側の側縁部には、深凹
部１２５の側壁部１２５ａに沿って延在する軸支持部１３０がそれぞれ垂設されており、
この軸支持部１３０と深凹部１２５の側壁部１２５ａに、凹状の軸受けと凸状の軸とから
なる支承部１３１が設けられている。また、蓋体１０３の後方側の上面には、蓋体１０３
を回転操作するための押圧面１３３が形成されている。また、蓋体１０３の下面には、閉
蓋状態において、上記した囲繞壁部１２４の内側に着脱可能に嵌入されて囲繞壁部１２４
の内周面に密接するシール筒部１３２が垂設されている。また、蓋体１０３の後方側の下
面には、蓋体１０３を閉蓋方向に付勢する弾性片１３４が垂設されている。
【００３４】
　上記した構成からなる振り出しキャップ１０１は、閉蓋状態では、蓋体１０３によって
囲繞壁部１２４の上端が閉塞されると共に、囲繞壁部１２４の内側にシール筒部１３２が
嵌入されるため、振り出し口１２１が設けられた囲繞壁部１２４の内部に外部の湿気が流
入することが防止される。
　また、上記した蓋体１０３の押圧面１３３を押圧することで、蓋体１０３が回転軸線Ｐ
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繞壁部１２４の内部が開放され、囲繞壁部１２４内の振り出し口１２１が露出される。こ
のとき、仮に、振り出しキャップ１０１が蒸気等による高湿度雰囲気中に晒されても、振
り出し口１２１が囲繞壁部１２４で囲まれているので、湿気が振り出し口１２１に直接当
たり難く、振り出し口１２１に対する内容物の付着や固化が防止され、振り出し口１２１
の目詰まりや蓋体１０３の閉蓋不良を防止することができる。
【００３５】
　以上、本発明に係る振り出しキャップの第１、参考例の実施の形態について説明したが
、本発明は上記した実施の形態に限定されるものではなく、その趣旨を逸脱しない範囲で
適宜変更可能である。
　例えば、上記した第１、参考例の実施の形態では、キャップ本体２，１０２の周壁部２
２，１２２が容器本体１０の口部１１に螺着されることで、振り出しキャップ１，１０１
が容器本体１０の口部１１に装着される構成となっているが、本発明は、他の構造で振り
出しキャップ１，１０１を容器本体１０の口部１１に装着させることも可能であり、例え
ばアンダーカット嵌合などによって装着させることも可能である。
【００３６】
　また、上記した第１、参考例の実施の形態では、閉蓋状態において、囲繞壁部２４，１
２４の内側に嵌入されるシール筒部３２，１３２が蓋体３，１０３に備えられているが、
本発明は、シール筒部が囲繞壁部２４，１２４の外周に嵌着される構成であってもよく、
また、シール筒部を省略することも可能である。
【００３７】
　その他、本発明の主旨を逸脱しない範囲で、上記した実施の形態における構成要素を周
知の構成要素に置き換えることは適宜可能であり、また、上記した変形例を適宜組み合わ
せてもよい。
【符号の説明】
【００３８】
１、１０１　振り出しキャップ
２、１０２　キャップ本体
３、１０３　蓋体
１０　容器本体
１１　口部
２０，１２０　天壁部
２１，１２１　振り出し口
２４，１２４　囲繞壁部
１２６　底部
Ｏ　軸線（キャップ軸）
Ｐ　回転軸線
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